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南海フェリー株式会社（和歌山市・取締役社長：小林敏二）では、本日12月2日より、南海フェリーを

利用する外国人のユーザビリティ向上を図るため、インバウンド観光客に向けた情報発信強化策を実施し

ます。具体的には、「①公式ホームページの多言語化」「②WEB予約サイト(英語版)の公開・販売」の２

つの情報発信強化策を実施します。 

 

現在南海フェリーのホームページでは、フェリーに関する情報、観光情報や企業情報などを発信してい

ます。南海フェリーでは、和歌山や四国地方など多くの観光スポットやレジャー施設があることから、国

内外問わず多くの外国人に利用されています。また訪日観光客の増加に伴い、南海フェリーを利用する外

国人も増加の傾向にあります。ホームページの情報を多言語対応することで、フェリーを利用する訪日観

光客・在留外国人へ広く情報を届けることが可能になります。 

また、これまでインバウンド観光客の方々は港や窓口でフェリーチケットを購入いただいていました

が、今回WEB予約サイト（英語版）の公開・販売を開始することで、フェリーチケットをインバウンド観

光客が簡単にWEB上で予約・購入できる環境を整備しました。事前にフェリーチケットが予約から購入ま

でできるようになることで、旅行計画がよりスムーズになり、インバウンド観光客にとって利便性が大き

く向上します。 

今後当社は、２つの情報発信強化策を通して、急速に高まるインバウンド需要に応え、地域観光の活性

化に貢献してまいります。 

 

 

１．情報発信強化策ついて 

（１）開始日：２０２４年１２月２日～ 

 

（２）公式ホームページの多言語化について（https://nankai-ferry.co.jp/） 

公式ホームページを５言語で公開します。 

対応言語：日本語、英語、簡体字、繁体字、韓国語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
➀公式ホームページの多言語化  

https://nankai-ferry.co.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ↑一部画像等も多言語化の対応を行っております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページの多言語化イメージ（英語） 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↑時刻表や運賃等の情報の多言語化を行い、外国人の方の利便性向上を図ります。 
 



 

（３）WEB予約サイト（英語版）の公開・販売開始について 

（https://nankai-ferry.eexpress.jp/ferry_search/tokushima/all/wakayama/all/） 

WEB予約サイトの公開・発売を2言語で実施します。また従来の機能に加えて英語サイト限定で、

会員登録を行うことなく予約可能なゲスト予約が可能となります。 
 

 

 

 

 

ゲスト予約の画面【WEB予約サイト英語版限定】 

https://nankai-ferry.eexpress.jp/ferry_search/tokushima/all/wakayama/all/

